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中項目

大項目

主要プロジェクト

基本戦略

施策

小項目

000007ユニバーサルデザインの推進

000007参画と交流による市民が主役のまちづくり＜コミュニティ・交流＞

平成25年10月15日(火)

企画課

000004ユニバーサルデザイン推進プロジェクト

000003市民活動の広がりを生み出すまちづくり

ユニバーサルデザインの普及

000002ユニバーサルデザインの普及

施策評価表
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